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Ⅰ．調査の概要

１．調査の目的

豊川市高齢者福祉計画策定にあたって、高齢者を取り巻く現状や課題、今後の方向性に関する意向などをお聞きすることで、計画策定の基礎資料とさせていただくため、団体を対象とした調査を実施しました。

２．調査対象

豊川市内で活動する高齢者に関わる活動を行っている団体

３．調査期間

平成29年６月19日から平成29年７月３日

４．調査方法

郵送による配布・回収

５．回収状況

配　布　数：　 ４件
回　収　数：　 ４件
有効回収数：　 ４件
有効回収率：100.0％

【関係団体】
・中条寿会
・社会福祉法人豊川市社会福祉協議会
・公益社団法人豊川市シルバー人材センター
・豊川市身体障害者福祉協会



Ⅱ．調査結果

１．今後の高齢者施策に求めるものについて

（1） 元気で悠々ライフを共創できるまちに
①健康づくり、生きがいづくりについて
	
	【課題や要望】

	１
	・市からの補助事業として生きがいと健康づくり各事業を行っていますが、各単位老人クラブの問題になりますが参加者が固定化している状態となっている。
・健診の受診者がどの程度あるかを知らせてほしい。
受診率が低ければ各町内会へ働きかけて高めることも必要であると思う。

	２
	・老人クラブの会員数が年々減少しており、文化部の部員の高齢化に伴う活動の衰退や休止に追い込まれている部もあるのが現状である。
・老人クラブの会員増加を目指して日々努力をしているが、新規加入よりも退会者が多くなっている。
・老人クラブに入る魅力の発信が必要である。
（はぐみんカードのように老人クラブ加入者に特典をつけるなど）
・高齢者大学の見直し、人を集めるのに各クラブも苦労しており事業の見直しが必要。

	３
	・健診によって高齢者になると受けることが出来ない種類があるのはどうか。
・高齢者スポーツですが、女性は教室などに参加するが男性の参加が少ない課題です。
・シルバーで働くことは健康上よいことだと思う。（医療費の節約）
・高齢者でも出来る仕事がほしいですね。
ひとり暮らしの見守りなど。
生活支援で女性に出来ることがある。

	４
	・高齢者の文化活動、スポーツ活動、生涯学習活動の支援
・老人クラブ活動、などの高齢者の地域活動支援
・「出前講座」（介護予防、在宅医療について）や「65歳これから講座」の実施





	（２）住み慣れた地域で快適に暮らせるまちに
①身近な地域での支援体制づくりについて
	
	【課題や要望】

	１
	・福祉委員会の交流活動で、サロンが開催されているが、参加者は定着している。（サロン参加者の約７割強が老人クラブ会員である。）
・地域での支援体制をつくり推進するためには、老人クラブ、福祉委員会、民生委員だけでなく、町内会組織が真剣に取り組まなければ効果は上げられないと思う。

	２
	・地域包括ケアの構築にはしっかりと取り組んでいただいているが、地域包括は365日の体制で行われるのがベストの体制と思われるので、祝日にも高齢者相談センターは営業することを望みます。
・ふれあいセンターの運営
市民交流、健康増進を通じて、高齢者の生きがいづくりに貢献できるよう努めていますが、施設、整備などの経年劣化に伴う課題が多々あります。
（清掃工場の蒸気の安定のための改善、機械、電気、監視設備などの更新・修繕、健康器具の増設、玄関近くの駐車場の確保、手すりの設置、点字ブロックの改善、四季の森を明るく安全に利用できるものに改善）

	３
	・相談・生活支援・見守りすべて
・人の問題（質）
・災害時どの様な支援が出来るか決めておくことも大事なことである。

	４
	・生活支援コーディネーター（地域支え合い推進員）の配置
・一人暮らし高齢者などへの見守りネットワークの充実
・災害時に支援が必要となる高齢者の把握や情報共有
・高齢者の消費者被害防止などの防犯活動
・民生委員等による見守り





②高齢者福祉サービスについて
	
	【課題や要望】

	１
	・ひとり暮らし高齢者、高齢者夫婦世帯を地域ですべて把握できているのかの調査も必要だと思います。
・なかなか市で実施している事業を住民が知り得ていないことが多いと思うので周知を十分図って貰いたい。

	２
	・老人クラブの加入者にも何らかの特典を付与する。

	３
	・家庭での介護に必要なのが物も大事だが人の支援をいかにするか。
[bookmark: _GoBack]・緊急通報システムはどの様になっているか。（通報ラジオ、ビデオカメラによる見守り等）
・コミュニティバスのバス停以外でも停まる様にすることで利用価値が上がる。

	４
	・高齢者への経済的な支援（コミュニティバス回数券）路線の検討
・家庭で高齢者の介護をしている家族への支援（家族介護教室、介護用品券等）
・一人暮らし高齢者や高齢者夫婦世帯などへの支援（緊急通報システム、見守り給食サービス等）
・認知症高齢者などへの権利擁護（成年後見制度利用支援、相談体制、認知症サポーター養成等）





（３）安心して介護サービス等を利用できるまちに
①介護保険事業について
	
	【課題や要望】

	１
	・相談支援センターでの相談や支援に行きたくとも行けない人も多いと思われるが、地区市民館などでの相談窓口を実施していけば、相談者も増えると思われる。

	２
	・介護が必要になる以前の生活指導を早くから考える。
・介護保険事業
東三河広域連合と同じと言ってましたが、豊川市の事業は何か特長があってもいいのではないか、わかりませんが同じでなければいけないのですか。

	３
	・介護が必要になる高齢者を増やさないための介護予防事業
・高齢者相談センターでの相談や支援





２．高齢者福祉に関して

◎ご意見等がございましたら自由にご記入ください。
	
	【意見】

	１
	・高齢者福祉の対象者の把握が必要だと思う。
・町内会・老人クラブ加入者については把握できるが未加入者の情報がないので知り得ない。中条の老人クラブでいえば、町内会加入者の該当者は約500人以上と思うが、老人クラブ加入者は56人である。さらに町内会未加入を加えれば加入率は１割弱となる。
・町内会・老人クラブ未加入者に対する対応が必要だと思われる。
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